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①
消
滅
可
能
性
都
市
と
は
？　
　
　
　
　

②
10
年
前
と
の
評
価
の
違
い
は
何
か
？

③
存
続
自
治
体
へ
は
、
や
は
り
子
供
と
若

者
へ
の
施
策
が
一
番
大
事
と
思
う
が
？

④
「
は
み
出
せ
島
原
！
高
校
生
共
創
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
島
原
存
続
の
研
究

を
し
た
ら
ど
う
か
？

　
　

①
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
ま

で
の
30
年
間
で
、
子
供
を
産
む
中
心
世
代

の
女
性
が
50
％
以
下
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
自
治
体
で
あ
る
。

②
今
回
は
48
・
４
％
と
判
断
さ
れ
、
若
干

だ
が
改
善
し
た
数
値
と
な
っ
た
。

③
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定

住
が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。
今
後
も
産
業

を
興
し
、
若
者
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

④
若
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
を
応
援
し

た
い
。

　
　

①
近
年
の
移
住
者
の
推
移
は
？

②
島
原
市
の
移
住
支
援
の
体
制
は
？
移
住

後
も
サ
ポ
ー
ト
が
大
事
。
移
住
者
間
や
地

元(

民
）
者
と
の
交
流
サ
イ
ト
や
移
住
の

魅
力
発
信
サ
イ
ト
の
新
設
は
ど
う
か
？

　
　

①
昨
年
度
は
過
去
最
高
の
56
世
帯
86

人
。

②
島
原
は
子
育
て
支
援
や
病
院
・
高
校
な

ど
多
く
存
在
し
、
移
住
に
は
適
地
で
あ
る
。

今
後
は
さ
ら
に
効
果
的
な
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　

①
た
し
ろ
号
の
現
状
の
運
行
状
況
と

今
回
の
実
証
実
験
の
内
容
は
？

②
国
な
ど
か
ら
実
証
実
験
へ
の
支
援
内
容

と
実
証
実
験
後
の
展
開
は
？

　
　

①
現
在
７
台
で
運
行
、
昨
年
度
は
５

万
２
３
７
９
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
回
、

新
規
に
電
気
自
動
車
を
１
台
購
入
し
て
燃

費
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
排
出
ガ
ス
削
減
効
果

な
ど
を
分
析
・
検
証
す
る
。

②
総
事
業
費
は
約
２
０
５
６
万
円
だ
が
、

国
の
支
援
が
あ
り
、
実
質
的
な
市
の
負
担

額
は
約
１
３
９
万
円
で
あ
る
。

　
　

市
と
民
間
企
業
と
利
用
者
の
三
者
で

置
き
配
バ
ッ
グ
作
成
・
配
布
・
利
用
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
　

他
自
治
体
の
好
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
施
策
を
推
進

し
た
い
。

　
　

転
入
時
の
手
続
は
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
の
か
。

　
　

転
入
手
続
に
は
勤
務
先
事
業
所
な
ど

の
職
員
が
同
行
し
来
庁
さ
れ
る
か
、
も
し

く
は
委
任
状
持
参
で
勤
務
先
事
業
所
の
職

員
が
代
理
で
来
庁
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

来
庁
者
に
対
し
、
ご
み
収
集
日
程
表
、
防

災
マ
ッ
プ
、
広
報
誌
な
ど
各
担
当
部
署
か

ら
配
布
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
も

手
渡
し
て
い
る
。

　
　

雇
用
主
に
お
け
る
マ
ナ
ー
指
導
を
義

務
づ
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
の
か
。

　
　

厚
生
労
働
省
か
ら
雇
用
主
に
対
し
、

外
国
人
雇
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
責
務
及

び
努
力
義
務
等
を
記
載
し
た
書
類
が
配
付

さ
れ
て
い
る
。
マ
ナ
ー
に
関
し
て
雇
用
主

は
外
国
人
労
働
者
の
苦
情
・
相
談
の
受
付

窓
口
の
設
置
な
ど
体
制
を
整
備
し
、
日
本

で
の
生
活
上
ま
た
は
職
業
上
の
苦
情
・
相

談
等
の
対
応
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

マ
ナ
ー
違
反
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た

と
き
は
、
ど
こ
の
部
署
に
話
を
す
れ
ば
い

い
の
か
。

　
　

外
国
人
対
応
の
特
別
な
部
署
は
な

い
。
外
国
人
か
日
本
人
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

案
件
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
対
応

す
る
。

　
　

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
道
路
隆
起

で
道
路
が
遮
断
し
た
と
き
、
物
資
や
輸
送

手
段
が
な
く
な
る
場
合
を
想
定
し
て
、
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
救
援
物
資

や
食
料
の
荷
下
ろ
し
、
市
民
の
避
難
の
た

め
の
搭
乗
が
可
能
な
港
は
、
島
原
港
や
島

原
新
港
が
あ
る
。

　
　

緊
急
時
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
発
着
で

き
る
場
所
は
あ
る
の
か
。

　
　

ヘ
リ
発
着
所
は
船
泊
町
の
１
か
所

と
、
ヘ
リ
の
離
着
陸
が
可
能
な
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
公
園
な
ど
23
か
所
が
あ
る
。

　
　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
の
熊
本
県
の
好
景
気

を
島
原
に
呼
び
込
む
た
め
、
フ
ェ
リ
ー
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
の
便
の
充

実
と
地
元
企
業
へ
の
移
動
手
段
の
軽
減
は

で
き
な
い
か
。

　
　

島
原
か
ら
熊
本
、
菊
陽
町
ま
で
い
ろ

ん
な
形
で
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
観
光

交
流
を
含
め
た
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な

が
る
。
市
内
へ
の
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
す
べ
き
か
、
交
通
の
利
便
性
と
就
職

補
助
は
分
け
て
考
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

庶民の会

はやしだ　つとむ

林田　勉 議員

新風会

ほんだ　じゅんや

本田 順也 議員
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